
　　　　

令和7 年 2 月 1 日

学校登校日
学校休校日
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あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
季節のイベント（お花見・七夕・プール・夏祭り・ハロウィン・クリスマス・節分・ひな祭り）
お誕生日会・社会体験（電車・バス・外食体験など）

家族支援
・必要に応じて保護者と面談を行い、相談援助を行う
・保護者会の実施 移行支援

・卒業後やその他、移行先にスムーズに移行ができるよう、各関係
機関との連携を図り、調整を行う

地域支援・地域連携
・各関係各所との連携(こども未来局、相談支援事業所、学校、併用先の
放課後等デイサービス等) 職員の質の向上

・外部、内部の研修
・事業所内で定期的な活動内容のミーティングの実施

支　援　内　容

本
人
支
援

・健康で安全な生活を過ごせるよう生活のリズムや生活習慣の形成の支援する。（健康観察、手洗いうがいの指導、避難訓練）
・食べ物や飲み物を身近に感じる活動を通してマナー及びルールを身につけるよう支援する。（クッキング、体験学習、外食活動）
・身の回りを清潔にし、衣類の着脱、排泄等の生活に必要な基本的生活スキルを獲得できるよう支援する。

・音楽の教員免許を持つ職員を中心にリトミックや音楽を使った活動で、リズム感と協調性を育み、楽しく体を動かす（例：ダンス、ハンドベル）。
・サーキットを取り入れ、楽しく運動をおこなう。
・ボルダリングで普段使わない筋肉をつかったり、広いプレイルームで、楽しく運動をおこなう。
・お出かけや散歩を通して、日常生活に必要な移動能力を向上できるよう支援する。
・折り紙、積み木遊びなど手先を使うプログラムやお絵かきなどの遊びを通じて、脳全体の活性化を目指している。

・製作活動により、手先指先を使用することにより物を介した感覚を認知し、時間をかけて1つの作品を作り上げる喜びや達成感を味わう。
・一年を通して季節に合った行事を体験することにより季節の流れや時間の流れを感じる。
・１日の活動を示すタイムテーブルの確認による時間の認知形成を促す。
・個人の発達段階に合った介入を行い成長発達を促す。

・アート・音楽活動・遊びを通じて、他の子ども達とのコミュニケーションを体験的に学ぶ。
・具体的な事物と言葉の意味を結び付け、語彙力の向上や自発的な発声を促す。
・非言語的コミュニケーションにより他者に自己の意志を伝える練習をし、伝わった時の喜びを味わう。
・帰りの会での活動の振り返りを言語表出・受容する。
・個人の発達段階に合った介入を行い成長発達を促す。

・様々な特性をもつ他者との関わりを通して、人間関係の形成や仲間づくりに繋がるよう支援する。
・遊びを通してルールや役割等を理解し、社会性の発達を促す。
・外出や近隣施設との交流、様々な体験等を通して、主体的に活動できるよう支援する。

法人（事業所）理念
「社会の中で生き、社会の中で成長する」
個別の発達支援や集団活動を通して、児童自身ができることを増やし、自己効力感（＝「やればできる」という一種の自信のようなもの）を支援します。家庭や学校とも
異なる環境で、子ども同士のコミュニケーションを促し、児童それぞれのスタイルで将来の社会参加に向けた準備をおこなっていきます。

支援方針
・子どもたち自らの"気づき”を促すことを大切にします。
・子どもたちの成長、関わり方、全てにおいて"答えは一つではない”ことを前提とします。
・子どもたちの手本であることを自覚し、人として成長することを大切にします。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 放課後等デイサービス　ルームズ藤崎 支援プログラム 作成日


